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Ｎ
Ｐ
Ｏ
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
設
立
一
周

年
の
通
常
総
会
が
六
月
十
九
日
夜
、
芦
安

「
ふ
れ
あ
い
館
」
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

始
め
に
花
岡
会
長
が
こ
の
一
年
を
振
り
返

り
、「
二
回
の
登
山
教
室
の
開
催
や
全
国
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
企
画
〜

実
施
へ
の
協
力
、
開
山
祭
の
定
着
化
、
そ

ば
打
事
業
の
自
立
化
、
南
ア
ル
プ
ス
芦
安

山
岳
館
建
設
へ
の
協
力
等
の
充
実
し
た
活

動
状
況
の
評
価
が
内
外
に
浸
透
し
て
き
て

い
る
。
短
期
間
に
こ
れ
だ
け
の
成
果
を
挙

げ
て
来
ら
れ
た
の
も
ひ
と
え
に
会
員
の
弛

ま
ぬ
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
支
援
し
て
く

れ
た
関
係
行
政
に
も
感
謝
を
し
た
い
。
南

ア
ル
プ
ス
芦
安
山
岳
館
が
完
成
し
た
今
は

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、
ス
タ
ー
ト
だ
。
今
後

も
新
行
政
体
制
の
中
で
地
域
の
活
性
化
と

環
境
保
護
に
力
を
注
い
で
行
き
た
い
」
と

決
意
も
新
た
な
挨
拶
で
開
会
し
た
。 

 

平
成
十
四
年
度
の
事
業
報
告
、
決
算
報

告
の
説
明
後
、
十
五
年
度
の
事
業
計
画
、

予
算
案
が
発
表
さ
れ
慎
重
に
審
議
さ
れ
な

ご
や
か
な
雰
囲
気
の
中
に
も
充
実
し
た
議

事
が
展
開
さ
れ
た
。
新
事
業
の
特
徴
の
一

つ
に
二
回
の
登
山
教
室
が
南
ア
ル
プ
ス
芦 

          

芦芦
安

安
山
岳
館
と
の
共
催
に
な
っ
た
事
が
挙
げ

ら
れ
る
。
山
岳
館
が
単
な
る
見
学
の
場
だ

け
で
は
な
く
、
山
岳
基
地
芦
安
の
拠
点
と

し
て
生
き
た
事
業
を
展
開
し
て
行
く
事
を

望
み
た
い
。 

 

継
続
事
業
と
し
て
近
隣
の
里
山
登
山
道

の
再
整
備
事
業
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。 

以
前
手
が
け
た
櫛
形
山
〜
芦
安
線
も
早
く

完
全
な
も
の
に
し
て
新
市
の
中
の
「
森
林

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
し
て
活
用
出
来
る
事

を
願
い
た
い
。 

                 

     

新
市
に
な
っ
て
初
め
て
の
南
ア
ル
プ
ス
開
山
祭

が
来
る
六
月
二
十
八
日
（
土
）、
南
ア
ル
プ
ス
市

芦
安
金
山
沢
公
園
で
南
ア
ル
プ
ス
市
・
夜
叉
神

観
光
協
会
の
共
催
、
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
後

援
で
開
催
さ
れ
る
。
本
来
な
ら
北
岳
等
の
登
山

口
で
知
ら
れ
て
い
る
広
河
原
で
開
催
さ
れ
る
が
、

今
年
は
春
先
の
度
重
な
る
土
砂
崩
落
の
為
に
南

ア
ル
プ
ス
林
道
の
開
通
が
七
月
下
旬
を
予
定
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
一
部
に
は
縮
小
開
催
も

懸
念
さ
れ
た
が
南
ア
ル
プ
ス
の
表
玄
関
は
や
は

り
芦
安
で
あ
り
、
鳳
凰
三
山
へ
の
登
山
者
も
多

い
等
の
強
い
意
見
か
ら
通
常
通
り
の
内
容
で
開

催
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。 

 

開
山
祭 

 

六
月
二
十
八
日
（
土
） 

 
 
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

開
山
セ
レ
モ
ニ
ー 

九
時
三
十
分
〜
十
時 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

献
花
、
合
唱 

   
 

十
時
〜
十
時
三
十
分 

 
 
 
 
 
 

夜
叉
神
太
鼓
演
奏 

十
時
三
十
分
〜
十
一
時 

 
 
 
 
 

「
ザ
・
つ
る
払
い
」 

十
一
時
〜
十
一
時
十
五
分 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
  
 
 

  
昼
食
「
手
打
ち
そ
ば
」 

 

十
一
時
二
〇
分
〜
十
三
時 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

参
加
料
は
無
料
で
す
が
記
念
品
セ
ッ
ト
（
記
念

バ
ッ
ジ
・
手
打
ち
そ
ば
券
・
南
ア
ル
プ
ス
芦
安

山
岳
館
入
館
券
）
を
五
百
円
で
御
用
意
し
て
い

ま
す
。
昼
食
の
て
ん
ぷ
ら
入
り
手
打
ち
そ
ば
は

甲
斐
ヶ
峰
庵
の
皆
さ
ん
の
実
演
に
よ
る
打
ち
た

て
で
す
。 

           

特特
定定
非非
営営
利利
活活
動動
法法
人人

「「
芦芦
安安
フフ
ァァ
ンン
クク
ララ
ブブ
」」  

ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ 安

フフ
ァ

 

認認
定定
かか
ら

ァ
ンン
クク
ラ

ら
一一
年年
通通
常常
総総
会会
開開
催催

ラ
ブブ
通通
信信  

 

NPO法人 

芦安ファンクラブ  

中巨摩郡芦安村 

芦倉 1589-8 

事務局：（大滝）

055-288-2531

第１３号

春号 

南
ア
ル
プ
ス
開
山
祭 

開
催
予
定 

参
加
者
大
歓
迎 

六
月
二
十
八
日
（
土
）
金
山
沢
こ
だ
ま
公
園 

メインイベントの「つる払い」 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

芦
安
地
域
区
長
会
長 

本
日
平
成
十
五
年
六
月
二
十
八
日
を 

南
ア
ル
プ
ス
の
開
山
祭
と
定
め
、 

御
池
の
主
神
大
竜
権
現
の
神
併
せ
て 

周
囲
の
山
々
の
大
天
狗
、
子
天
狗
の 

神
々
に
本
年
の
善
良
な
る
入
山
者
の 

全
て
が
無
事
故
の
こ
と
、
わ
が
里 

芦
安
の
活
性
化
と
我
ら
が
甲
斐
の
国
の 

繁
栄
を
、
我
々
山
案
内
人
衆
が
信
者
に 

成
り
代
わ
り
御
請
願
申
し
上
げ
奉
る
。 

多
く
の
先
人
の
偉
業
を
永
く
思
い
語
り
、 

豊
か
な
自
然
を
後
世
に
残
し
継
ぐ
事
を 

宣
言
し
、
我
等
は
開
山
の
蔓
を
払
う
な
り
。 
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第
八
回
南
ア
ル
プ
ス

芦
安
登
山
教
室
開
催

さ
れ
る
！ 

五
月
二
十
四
、
五
日
の
二
日
間
、
恒
例
に
な

っ
て
き
ま
し
た
南
ア
ル
プ
ス
芦
安
登
山
教
室
が

大
勢
の
参
加
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
登
山
教
室
か
ら
、
主
催
に
南
ア
ル
プ
ス

芦
安
山
岳
館
が
加
わ
り
ま
し
た
。
山
岳
館
の
職

員
を
代
表
し
て
参
加
者
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

五
月
二
十
四
日
に
行
わ
れ
た
研
修
会
は
、
市

内
で
活
躍
中
の
桃
源
交
響
楽
団
の
す
ば
ら
し
い

演
奏
か
ら
始
ま
り
、
青
木
支
所
長
の
歓
迎
の
挨

拶
の
後
、
韮
崎
白
鳳
会
顧
問
で
あ
る
山
寺
仁
太

郎
氏
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
甘
利
山
の
歴
史
、

伝
説
、
大
ナ
ジ
カ
峠
の
名
前
の
由
来
な
ど
、
と

て
も
貴
重
な
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

八
十
四
歳
の
高
齢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
だ
ま

だ
現
役
で
山
歩
き
を
さ
れ
て
い
る
事
に
は
皆
さ

ん
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
南
ア
ル
プ
ス
消
防
署
員

に
よ
る
緊
急
時
の
蘇
生
法
や
セ
ル
フ
レ
ス
キ
ュ

ー
の
研
修
は
以
前
の
参
加
者
か
ら
要
望
が
多
か

っ
た
も
の
で
す
。
模
擬
人
体
を
相
手
に
、
ス
ッ

タ
モ
ン
ダ
で
は
な
く
、
吹
い
た
り
押
し
た
り
一

生
懸
命
で
し
た
。
そ
の
皆
さ
ん
の
受
講
ぶ
り
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
流
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

終
了
後
に
は
山
岳
館
に
も
足
を
運
ん
で
熱
心
に

観
賞
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 翌

二
十
五
日
の
登
山
で
は
、
甘
利
山
↓
千
頭

星
山
↓
沓
沢
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。
今
回

の
登
山
教
室
は
、
廃
れ
て
し
ま
っ
た
登
山
道
を

作
り
な
お
す
と
い
う
面
白
い
企
画
で
し
た
。
芦

安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
方
々
は
五
月
五
日
、
十
一

日
、
二
十
一
日
と
計
三
回
下
見
を
行
い
ま
し
た
。

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
下
見
は
困
難
を
極
め
た

よ
う
で
す
。
八
時
に
甘
利
山
の
登
山
口
を
出
発

し
ま
し
た
。
登
山
道
を
整
備
す
る
た
め
の
道
具

(

鎌
、
鉈
、
鋸)

を
班
ご
と
に
分
担
し
て
持
ち
ま

し
た
。
私
は
恥
ず
か
し
な
が
ら
甘
利
山
、
千
頭

星
山
と
も
に
初
め
て
の
登
山
で
し
た
。
甘
利
山

の
ツ
ツ
ジ
は
ま
だ
咲
い
て
お
ら
ず
、
あ
ら
た
め

て
ツ
ツ
ジ
が
咲
く
こ
ろ
登
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
甘
利
山
か
ら
千
頭
星
山
へ
の
途
中
ミ
ネ

ザ
ク
ラ
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ
な
ど
綺
麗
な
花
が
咲

い
て
い
ま
し
た
。 

                  

千
頭
星
山
の
頂
上
の
少
し
手
前
か
ら
鳳
凰
三

山
の
薬
師
岳
，
観
音
岳
、
地
蔵
ヶ
岳
が
綺
麗
に

見
え
ま
し
た
。
二
つ
の
ピ
ー
ク
を
手
前
に
置
い

て
す
っ
く
と
立
つ
地
蔵
仏
（
ウ
エ
ス
ト
ン
ピ
ー

ク
）
は
、
鳳
凰
山
の
奥
の
院
の
よ
う
で
し
た
。

山
寺
氏
の
「
甘
利
山
」
は
、
こ
の
山
の
信
仰
の

歴
史
や
、
三
つ
の
ピ
ー
ク
を
め
ぐ
る
山
名
論
争

が
今
も
続
い
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
千
頭
星
山
で
、
昼
食
を
摂
り
、
記
念
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
笑
顔
が
印
象
的
で

し
た
。 

千
頭
星
を
下
る
途
中
で
今
回
の
登
山
教
室
の

目
的
で
あ
る
登
山
道
の
整
備
を
し
ま
し
た
。
大

鎌
、
鉈
、
鋸
を
班
ご
と
に
分
担
し
て
持
っ
て
い

た
の
で
主
に
大
鎌
や
鉈
を
使
い
笹
を
刈
り
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
初
め
て
大
鎌
に
触
た
そ

う
で
手
つ
き
が
危
な
っ
か
し
か
っ
た
で
す
。
登

山
に
し
て
は
珍
し
く
全
行
程
の
三
分
の
二
が
下

り
で
し
た
。
今
ま
で
登
山
を
し
て
き
た
中
で
初

め
て
の
経
験
で
少
し
戸
惑
い
ま
し
た
。 

熱心に蘇生法を学ぶ参加者

先人たちの思いを感じながら「ホンデーラ」を歩く 
大
平(

ほ
ん
で
い
ら)

の
周
辺
は
、
昔
は
畑
だ

っ
た
そ
う
で
、
苦
労
が
し
の
ば
れ
、
石
垣
な
ど

か
ら
当
時
の
人
々
の
生
活
の
跡
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

作
業
に
夢
中
に
な
っ
た 

 
 
 

せ
い
か
沓
沢
へ
の
到
着
は 

 
 
 

一
時
間
近
く
遅
れ
て
し
ま 

 
 
 

い
ま
し
た
が
、
全
員
が
無 

 
 
 

事
に
沓
沢
ま
で
降
り
る
こ 

 
 
 

と
が
で
き
ま
し
た
。
金
山 

 
 
 
 

沢
こ
だ
ま
公
園
へ
移
動
し 

 
 
 

登
山
教
室
の
終
了
証
を
渡 

 
 
 

し
、
六
人
の
方
に
感
想
を 

 
 
 

話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
 
 

宿
泊
所
の
な
と
り
や
さ
ん
、 

 
 

よ
し
み
さ
ん
か
ら
の
ビ
ー 

 
 
 

ル
と
お
茶
の
差
し
入
れ
を 

 
 
 

い
た
だ
き
、
渇
い
た
の
ど 

 
 
 
 

を
潤
し
ま
し
た
。
温
泉
に 

 
 
 
 

も
入
る
こ
と
が
で
き
、
疲 

 
 
 
 

れ
た
体
を
癒
す
こ
と
が
で 

 
 
 

き
ま
し
た
。 

五
月
二
十
八
日
、
Ｎ
Ｈ 

 
 
 

Ｋ
で
南
ア
ル
プ
ス
の
観
光 

 
 
 

に
つ
い
て
考
え
る
と
い
う 

 
 
 
 
 

テ
ー
マ
で
芦
安
地
区
が
取 

 
 
 

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
二 

 
 
 
 

十
四
、
二
十
五
日
の
登
山 

 
 
 

教
室
の
様
子
や
開
山
祭
の 

 
 
 

イ
ベ
ン
ト
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
が
放
送
さ

れ
ま
し
た
。 

宮
下
重
晴
さ
ん
、
奥
山
か
が
み
さ

ん
、
千
野
智
代
美
さ
ん
、
清
水
ち
ま

子
さ
ん
、
塩
沢
久
仙
さ
ん
が
代
表
で

出
演
し
、
芦
安
と
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ 

ブ
を
大
い
に
売
り
出
し
ま
し
た
。
お
疲
れ
様
で

し
た
。 

私
の
父
は
大
の
山
好
き
人
間
で
す
が
、
私
は

ま
だ
ま
だ
初
心
者
で
す
。
近
く
に
あ
る
す
ば
ら

し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
で
鍛
え
な
が
ら
、
山
岳
館
を

韮
崎
に
作
り
た
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
山
寺
仁

太
郎
さ
ん
に
、
芦
安
に
山
岳
館
が
あ
っ
て
良
か

っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
多
方
面
に
努

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

南
ア
ル
プ
ス
芦
安
山
岳
館
の
ご
来
場
を
お
待
ち

い
た
し
て
降
り
ま
す
。 

                    

 

  

南
ア
ル
プ
ス
芦
安
山
岳
館
職
員 

深
沢
剣
一 

記 
  

整備作用に汗を流す参加者
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遭
難
防
止
対
策
「
大
久
保
基
金
」
の
会
が
六

月
六
日
南
ア
ル
プ
ス
市
芦
安
温
泉
ロ
ッ
ジ
研
修

棟
で
、
小
笠
原
署
小
沢
副
署
長
他
の
来
賓
と
多

く
の
会
員
の
出
席
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
こ

の
会
は
平
成
十
一
年
十
二
月
の
発
足
か
ら
三
年

半
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
き
っ
か
け
は

一
人
の
山
好
き
な
青
年
の
遭
難
と
残
さ
れ
た
老

夫
婦
の
暖
か
い
人
間
性
か
ら
生
ま
れ
た
。
捜
索

に
関
っ
た
山
岳
関
係
者
が
少
し
ず
つ
資
金
を
出

し
合
い
、
こ
ん
な
悲
し
い
遭
難
を
無
く
し
て
い

こ
う
と
の
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
。
大
久
保
家
か

ら
の
多
額
な
寄
付
が
加
わ
り
、「
大
久
保
基
金
」

の
会
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
。
通
常
の
活
動
と

し
て
は
、
各
シ
ー
ズ
ン
始
め
に
登
山
口
に
お
い

て
の
安
全
指
導
や
啓
蒙
活
動
を
行
い
、
不
幸
に

し
て
発
生
し
た
遭
難
や
事
故
に
は
地
元
の
警
察

や
行
政
機
関
と
連
携
し
、
救
助
、
捜
索
等
に
協

力
し
て
い
る
。
周
辺
の
山
小
屋
管
理
者
、
山
岳

関
係
者
、
行
政
関
係
者
、
県
岳
連
関
係
者
な
ど
、 

山
の
達
人
と
言
わ
れ
る
人
達
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
。
今
年
度
の
事
業
で
は
安
全
登
山
の
啓
蒙

活
動
の
強
化
や
登
山
道
整
備
な
ど
に
貴
重
な
基

金
が
運
用
さ
れ
る
。
少
し
で
も
、
出
来
る
事
か

ら
実
施
し
て
行
こ
う
と
す
る
意
欲
が
感
じ
ら
れ

る
。
登
山
道
整
備
に
つ
い
て
は
北
岳
山
頂
南
西

直
下
部
、
第
二
ガ
レ
場
対
岸
基
部
、
御
池
尾
根

道
等
の
危
険
個
所
が
挙
げ
ら
れ
た
が
、
今
後
調

査
を
進
め
な
が
ら
実
施
す
る
予
定
だ
。 

登
山
者
層
の
高
齢
化
が
進
み
、
増
加
の
傾
向
に

あ
る
下
山
時
の
事
故
。
骨
折
や
捻
挫
も
頻
繁
に

な
っ
て
き
て
い
る
。「
緊
急
時
に
は
背
負
っ
て
運

ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
登
山
道
と
し
て
は
最

低
限
そ
れ
が
可
能
な
状
態
が
望
ま
し
い
」
昼
夜

を
問
わ
ず
怪
我
人
搬
送
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
山
小
屋
関
係
者
の
切
実
な
声
だ
。
こ
の
活
動

が
山
岳
地
域
全
体
の
登
山
道
を
見
直
す
き
っ
か

け
に
な
っ
て
く
れ
る
事
を
願
い
た
い
。 

山
岳
遭
難
防
止
「
大
久
保
基
金
」

の
会 
定
期
総
会
開
催 

啓
蒙
活
動
は
そ
の
時
期
の
山
の
状
況
が
明
記

さ
れ
た
現
実
的
な
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
小
冊
子
が

考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
幾
多
の
遭
難
救
助

経
験
を
も
つ
岳
連
関
係
者
は
「
山
を
甘
く
見
す

ぎ
て
い
る
上
に
装
備
に
頼
り
す
ぎ
て
い
る
。
都

会
感
を
そ
の
ま
ま
山
に
引
き
ず
っ
て
い
る
。
」
と

近
年
増
え
て
い
る
低
山
遭
難
の
要
因
を
指
摘
し

て
い
る
。「
組
織
に
未
加
入
な
経
験
不
測
の
初
心

者
は
後
を
絶
た
な
い
。
自
分
の
軽
率
さ
や
無
理

な
行
動
が
ど
れ
ほ
ど
家
族
や
関
係
者
を
悲
し
め

る
事
に
な
る
か
を
も
う
一
度
考
え
て
欲
し
い
」

遺
族
と
の
接
点
が
多
い
事
務
関
係
者
は
辛
そ
う

に
訴
え
て
い
る
。 

                

遭
難
者
の
家
族
や
関
係
者
か
ら
遭
難
防
止
活

動
に
役
立
て
て
欲
し
い
と
の
基
金
へ
の
厚
志
が

会
員
を
精
神
的
に
も
後
押
し
し
て
い
る
よ
う
だ
。

「
危
険
で
地
味
な
活
動
だ
が
評
価
さ
れ
て
い
る

事
が
救
い
だ
。
当
事
者
に
は
悲
し
い
山
に
思
え

る
か
も
し
れ
な
い
が
そ
の
ま
ま
気
持
ち
の
中
に

固
め
て
も
ら
い
た
く
な
い
。
我
々
と
の
交
流
が

や
が
て
心
の
拠
り
所
に
な
っ
て
く
れ
る
事
を
願

っ
て
い
る
」
こ
ん
な
会
員
の
声
は
地
元
と
し
て

の
使
命
感
と
山
を
愛
す
る
強
い
気
持
ち
が
込
め

ら
れ
て
い
た
。 芦

安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ 

手
塚 

記 

冬季の捜索活動  北岳にて 

高山植物のポケットブック発刊 
第３弾 仙丈ヶ岳編完成 

南アルプスの女王 仙丈ヶ岳 
なだらかな山容，柔らかな曲線のカール地形を持つ仙丈ヶ

岳。厳しい自然環境に耐えて毎年変わらぬ可憐な姿で私達を

迎えてくれる高山植物は登山者の疲れを一気に取り除いてく

れる。筆者をはじめ撮影者達の優しい視線が垣間見える“歩

きながら覚えるシリーズ”。静かに咲く花の話声が聞こえてき

そう。 

 どこにいるのか，花の色，時期と順を追ってページをめく

れば必ず探している花にたどりつける構成になっています。

また，ポッケトサイズで持ち運びも大変便利。 

 花との出会いも一期一会。楽しい山の思い出に登山道で出

会った花の姿も刻んでみてはいかがでしょうか？ 

編集 特定非営利活動法人    

     芦安ファンクラブ 
発行 山梨日日新聞社 出版部 
     
定価 本体９５２円＋税 北岳の高山植物，夜叉神 鳳凰三山の高山植物も好評発売中！ 
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日
本
高
山
植
物
保
護
協
会
「
Ｊ
Ａ
Ｆ
Ｐ
Ａ
」
の

通
常
総
会
が
六
月
八
日
南
ア
ル
プ
ス
市
芦
安
温

泉
ロ
ッ
ジ
研
修
棟
で
、
山
梨
県
森
林
環
境
部
み
ど

り
自
然
課
青
木
課
長
補
佐
他
の
来
賓
と
多
く
の

会
員
の
出
席
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
。 

開
会
で
白
簱
副
会
長
は
「
当
初
は
南
ア
ル
プ
ス

の
山
梨
と
い
う
一
部
の
地
域
で
始
ま
っ
た
活
動

だ
っ
た
が
今
で
は
全
国
的
な
規
模
で
高
山
植
物

保
護
組
織
が
動
き
出
し
て
い
る
。
我
々
の
活
動
が

理
解
と
評
価
を
頂
い
て
い
る
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に

会
員
の
努
力
の
賜
物
で
あ
る
」
と
挨
拶
。 

 
 

み
ど
り
自
然
課
青
木
課
長
補
佐
は

南
ア
ル
プ
ス
、
富
士
山
の
世
界
遺
産

選
考
時
の
経
緯
を
説
明
し
た
後
、
選

考
委
員
長
の
言
葉
を
引
用
し
「
今
回

は
世
界
遺
産
の
選
考
基
準
に
照
合

し
た
数
値
で
計
っ
た
だ
け
、
選
考
に

残
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
落

胆
す
る
事
は
な
い
。
地
域
の
夢
と
し

て
い
か
に
大
切
に
育
ん
で
い
く
か

が
重
要
だ
」
す
ば
ら
し
い
自
然
遺
産

を
共
に
守
っ
て
行
こ
う
と
勇
気
付

け
た
。 

議
事
は
十
四
年
度
の
事
業
報
告
、

決
算
報
告
、
十
五
年
度
の
事
業
計
画
、

予
算
計
画
が
審
議
さ
れ
、
通
常
活
動

の
他
、
本
年
度
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
化
を
目
指

す
事
な
ど
が
原
案
通
り
承
認
さ
れ

た
。
議
事
終
了
後
、
高
山
植
物
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
優
秀
者
の
表
彰

が
行
わ
れ
、
各
支
部
の
活
動
が
発
表

さ
れ
た
。 

ま
だ
設
立
か
ら
日
の
浅
い
伊
那

谷
支
部
で
は
、
少
な
い
会
員
な
が
ら
、

中
央
ア
ル
プ
ス
・
南
ア
ル
プ
ス
西
部

の
地
元
と
し
て
シ
ー
ズ
ン
中
の
パ

ト
ロ
ー
ル
を
欠
か
さ
な
い
。
昨
年
は

六
十
八
日
を
数
え
た
。
し
か
し
現
状

は
三
百
件
を
越
す
立
ち
入
り
禁
止

や
踏
込
み
違
反
が
あ
る
と
い
う
。

「
す
ば
ら
し
い
環
境
の
中 

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
は
ず
が
山
か
ら
ス
ト
レ

ス
を
運
び
下
ろ
す
は
め
に
な
る
」
と
の
嘆
き
も
聞

こ
え
る
。 

 
日本高山植物保護協会「ＪＡＦＰＡ」 通常総会開催 

三
重
県
か
ら
兵
庫
県
ま
で
が
加
入
し
て
い
る

大
所
帯
の
関
西
支
部
で
は
法
人
部
会
に
よ
る
学

習
会
な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
五
百
名

を
越
す
一
般
会
員
の
活
動
把
握
に
苦
慮
し
て
い

る
よ
う
だ
。 

                  

静
岡
支
部
で
は
聖
岳
周
辺
で
の
鹿
害
調
査
、
南

ア
ル
プ
ス
高
山
植
物
保
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ

る
登
山
道
整
備
、
南
伊
豆
の
ユ
ウ
ス
ゲ
の
保
護
活

動
、
天
城
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
保
護
、
指
導
員
の
養

成
等
の
活
発
な
活
動
が
発
表
さ
れ
た
。 

総
会
は
会
員
の
意
見
交
換
後
終
了
し
た
。 

総
会
か
ら
広
範
囲
な
組
織
に
よ
る
高
山
植
物

保
護
意
識
の
大
き
な
ウ
ェ
ー
ブ
を
感
じ
た
。
し
か

し
酸
性
雨
や
温
暖
化
の
自
然
環
境
の
変
化
、
踏
込

み
踏
み
荒
ら
し
や
盗
掘
の
人
的
被
害
、
野
生
動
物

の
食
物
変
化
等
、
頑
固
な
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る

こ
と
も
現
実
だ
。 

そ
し
て
そ
の
波
し
ぶ
き
の
最
前
線
で
保
護
活

動
の
為
に
汗
を
流
し
て
い
る
大
勢
の
人
達
が
い

る
事
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。 

芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ 

清
水 

記 
  

全国からの参加者を迎え盛大に総会が行われた。 

   
  「

あ
し
や
す
」
を
生
き
た
言
葉

で
伝
え
残
そ
う 

芦
安
の
地
域
は
今
新
し
い
流
れ
の
中

で
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ

の
地
域
は
古
い
歴
史
と
文
化
を
現
在
に

残
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
生
活
の
中
に
上
手

に
生
か
し
て
生
き
て
き
ま
し
た
。 

 
 

し
か
し
近
年
の
近
代
化
や
科
学
技
術

の
進
歩
は
人
間
の
感
覚
を
も
追
い
越
し

そ
う
な
速
さ
で
移
行
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。 

今
、
こ
の
時
に
、
こ
ん
な
に
す
ば
ら
し

い
人
材
が
芦
安
地
域
に
あ
る
う
ち
に
、
芦

安
の
文
化
を
残
し
た
い
。
何
が
何
で
も
生

き
た
言
葉
で
残
し
た
い
。 

こ
ん
な
お
願
い
で
す
。 

 

語
り
部
と
言
っ
て
も
重
く
深
く
考
え

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
芦
安
の
歴
史
」

「
苦
労
し
て
き
た
生
活
の
話
」
「
何
も
な

か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
あ
の
頃
」
「
言

い
継
が
れ
て
き
た
民
話
」
「
芦
安
の
自
慢

話
」
「
山
の
話
」
な
ど
何
で
も
い
い
ん
で

す
。
自
分
の
得
意
な
部
分
を
話
し
て
伝
え

残
し
て
欲
し
い
の
で
す
。
確
か
に
辛
い
苦

し
い
時
代
は
あ
り
ま
し
た
。
人
に
は
言
え

な
い
よ
う
な
苦
労
も
し
て
来
た
で
し
ょ

う
。
し
か
し
長
い
時
間
は
そ
れ
ら
の
事
を

「
思
い
出
」
と
言
う
形
に
癒
し
て
く
れ
て

い
る
は
ず
で
す
。 

 

賛
同
し
て
く
れ
た
メ
ン
バ
ー
は
若
干

の
学
習
後
、
（
話
の
照
合
や
選
択
と
統
一

化
）
グ
ル
ー
プ
的
な
活
動
を
通
し
て
、
語

り
部
と
し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。 

活
動
拠
点
は
南
ア
ル
プ
ス
芦
安
山
岳

館
「
語
り
部
コ
ー
ナ
ー
」
に
な
り
ま
す
が
、

当
面
は
皆
さ
ん
が
集
ま
り
や
す
い
場
所

を
考
え
て
い
ま
す
。 

 

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
せ
先 

 ☆
「
芦
安
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
事
務
局 

大
滝 

０
５
５-

２
８
８-

２
５
３
１ 

 ☆
「
南
ア
ル
プ
ス
芦
安
山
岳
館
」 

深
沢 

０
５
５-

２
８
８-

２
１
２
５ 

  
 
 
 
 
 
 

 
                  

「語り部」として芦安の地域を語り

継いでくれる人を募集します。 




